
恩
編
だ

村
ん
り

納
さ
よ

誌
室
51

恩
納
村
誌
戦
争
編
の
編
さ
ん
に
あ
た
り
、
現
在
、
体

験
者
の
聞
き
取
り
、
関
連
資
料
の
調
査
、
避
難
場
所
、

戦
闘
展
開
地
点
の
確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

す
す
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
五
、七
月
号
に
お
い
て
は
、

「
資
料
か
ら
み
る
恩
納
村
の
沖
縄
戦
」
と
題
し
、
現
時
点

で
の
報
告
と
い
う
形
で
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
恩
納

村
の
少
年
た
ち
を
は
じ
め
、
中
北
部
の
少
年
た
ち
が
動

員
さ
れ
た
遊
撃
戦
―
護
郷
隊
の
戦
争
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
す
。

召
集
さ
れ
る
十
代
の
少
年
た
ち
と

陸
軍
中
野
学
校

護
郷
隊
と
は
遊
撃
隊
の
秘
匿
名
で
、
大
本
営
直
属
の

ゲ
リ
ラ
部
隊
で
、
正
規
軍
が
崩
壊
し
た
あ
と
も
現
地
に

と
ど
ま
り
敵
の
後
方
を
攪
乱
し
、
情
報
を
収
集
す
る
残

置
諜
報
部
隊
で
し
た
。
一
九
四
二
年
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
第
一
遊
撃
隊
が
編
成
、
つ
い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
第
二

遊
撃
隊
を
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が

悪
化
す
る
中
、
来
る
べ
き
本
土
決
戦
に
む
け
て
の
準
備

期
間
を
で
き
る
だ
け
確
保
す
る
た
め
の
持
久
戦
の
目
的

を
課
せ
ら
れ
た
第
三
二
軍
が
沖
縄
に
お
い
て
編
成
し
た

の
が
、
第
三
、
第
四
遊
撃
隊
で
す
。
一
九
四
四
年
九
月

か
ら
一
九
四
五
年
三
月
ま
で
に
約
一
〇
〇
〇
名
が
召
集

さ
れ
、
そ
の
多
く
は
一
五
〜
一
八
歳
の
少
年
た
ち
で
し

た
。
そ
の
う
ち
恩
納
村
出
身
の
少
年
た
ち
は
三
二
名
で

す
。部

隊
編
成
、
陣
地
選
定
な
ど
遊
撃
隊
（
以
下
護
郷

隊
）
の
中
心
に
い
た
の
が
陸
軍
中
野
学
校
出
身
の
将

校
下
士
官
で
し
た
。
陸
軍
中
野
学
校
と
は
諜
報
、防
諜
、

謀
略
、
宣
伝
な
ど
ゲ
リ
ラ
戦
術
、
ス
パ
イ
戦
術
の
特

殊
教
育
機
関
で
す
。
沖
縄
戦
に
は
四
二
名
の
陸
軍
中

野
学
校
出
身
者
が
本
島
北
部
、
離
島
に
配
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
現
地
で
召
集
し
た
在
郷
軍

人
の
幹
部
た
ち
あ
わ
せ
て
約
七
〇
名
が
過
酷
な
教
育
、

訓
練
を
通
じ
て
少
年
た
ち
を
「
少
年
兵
」
に
し
て
い

き
ま
し
た
。

こ
の
護
郷
隊
の
名
称
に
つ
い
て
で
す
が
、「
防
諜
の
意

味
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
遊
撃
隊
は
、
護
郷
隊
と
名
づ

け
ら
れ
た
。『
自
分
の
郷
土
は
、
自
分
で
護
れ
』
と
い
う

の
が
軍
の
沖
縄
人
に
与
え
た
大
義
名
分
」（「
護
郷
隊
」

上
地
一
史
）
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、
軍
国
主
義
教
育

の
中
で
育
っ
た
少
年
た
ち
の
さ
ら
な
る
戦
意
高
揚
を
は

か
る
た
め
に
命
名
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

過
酷
な
教
育
訓
練

入
隊
直
後
か
ら
、
行
軍
、
爆
雷
製
造
、
爆
破
、
襲
撃
、

自
爆
、
銃
撃
な
ど
遊
撃
戦
を
展
開
す
る
た
め
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
過
酷
な
体
験
を
し
た
人
た

ち
が
い
ま
し
た
。以
下
は
そ
の
証
言
の
一
部
で
す
。（
カ
ッ

コ
内
は
配
属
と
出
身
地
）

「
射
撃
訓
練
で
標
的
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
日
の

夕
食
は
な
し
。『
弾
は
お
前
達
よ
り
も
高
い
。
は
が
き
一

枚
で
い
く
ら
で
も
兵
隊
は
連
れ
て
こ
ら
れ
る
』
と
い
わ

れ
た
隊
員
も
い
ま
し
た
。
下
士
官
が
歩
い
て
い
て
、
敬

礼
を
わ
す
れ
る
と
拳
骨
で
殴
ら
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。」

（
第
一
護
郷
隊
：
恩
納
村
）

「
銃
の
部
品
一
つ
を
な
く
す
と
全
体
責
任
と
い
う
こ
と

で
、
日
が
落
ち
る
ま
で
、
犬
の
よ
う
に
這
っ
て
、
そ
の

日
に
訓
練
を
し
た
場
所
を
探
し
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」（
第
二
護
郷
隊
：
国
頭
村
）

「
何
か
ミ
ス
が
あ
る
と
全
体
責
任
で
対
抗
ビ
ン
タ
を
さ

せ
る
ん
で
す
。
同
僚
だ
か
ら
手
加
減
す
る
け
れ
ど
、
手

本
を
見
せ
る
と
い
っ
て
上
官
が
殴
る
ん
で
す
。
顎
が
外

れ
ま
し
た
。」（
第
二
護
郷
隊
：
東
村
）

「
軍
人
勅
諭
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
捧
げ
銃

を
一
時
間
も
さ
せ
ら
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。
小
さ
い
体

の
人
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
第
二
護
郷
隊
：
大

宜
味
村
）

地
元
か
ら
離
れ
て
配
置

こ
う
し
た
厳
し
い
訓
練
の
中
、
護
郷
隊
の
配
置
は
護

郷
隊
員
の
地
元
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
の
変
更
を
重
ね
ま

す
。
理
由
は
精
鋭
部
隊
と
い
わ
れ
た
第
九
師
団
が
台
湾

へ
移
動
し
、
そ
の
後
部
隊
の
補
充
な
く
、
現
地
で
の
配

置
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、
県
民
を
総
動
員
し

て
建
設
し
た
中
・
北
飛
行
場
を
米
軍
上
陸
時
に
は
放
棄

す
る
と
い
う
方
針
転
換
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
よ
っ
て

沖
縄
戦
直
前
で
は
、
恩
納
村
出
身
の
少
年
た
ち
が
配
属

さ
れ
た
第
一
護
郷
隊
は
名
護
・
多
野
岳
へ
、
国
頭
、
大

宜
味
、
東
、
旧
越
来
、
美
里
、
具
志
川
村
、
読
谷
山
村

出
身
者
に
よ
る
第
二
護
郷
隊
は
恩
納
岳
に
配
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
瀬
戸
）

（
次
回
へ
つ
づ
く
）

少
年
兵
「
護
郷
隊
」

の
沖
縄
戦

　
　
護
郷
隊
配
置
変
遷
図（
名
護
市
教
育
委
員
会
提
供
）

安富祖小中学校（当時、第二護郷隊の訓練が行われた安富祖国民学校）
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